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BSIJマスコットキャラ宝積（ほづみ）さん

部会４ 2020年度
（R2年度）

2021年度
（R3年度）

2022年度
（R4年度）

2023年度
（R5年度）

2024年度
（R6年度）

各年度の
実施概要

国外における分類体系の翻訳と
内容の整理、国内分類体系の
素案策定とモデル事業への適⽤

他の部会と連携し、モデル事
業に適⽤した結果を踏まえた
実践的な分類体系の策定を
⾏う

国交省や他の部会、関連団
体等と連携し、活動成果を市
井に普及させるための活動を
⾏う

仕様書作成ソフトウェアやそれ
に代替する分類体系⼊⼒⽀
援ソフトウェアなどの検討を⾏
う

BIMコストマネジメントガイドラ
インの策定に係る各種調査
研究
建設分類体系の活⽤促進と
普及啓蒙に係る各種活動

実施内容

分類体系の翻訳と内容の整理
を⾏い、業務と照らし合わせた上
での問題点等を整理した
Uniclass2015と概念的分類と
の関係を取りまとめ、モデル事業
(過去の実案件) に適⽤し、課
題の抽出と体系の⾒直しを⾏っ
た

国際的協調のための建築分
類コード体系の翻訳と改訂更
新対応建築分類コード体系
の対応表作成とコスト概算⼿
法の整理
設備分野における既存の分
類体系の事例収集と建築分
類コード体系を⽤いたコスト概
算⼿法の整理
分類体系を利⽤した概算⼿
法の活⽤資料の試作

国際標準に則ったBIMモデル
の確定と普及啓蒙活動の展
開
より具体的なLOCやコストマ
ネジメントにおける数量拾い、
値⼊の考え⽅についての整理
Uniclassの各テーブルに紐づ
く構成群を合成単価として整
備し、概算業務に役⽴てるた
めのパターン例⽰等の作成

BIMオブジェクトとDOI、
GUIDとの紐付けや、IFCや
CDEなどデータ環境との相互
リンク思想、CI-NET分類、
修繕計画⽤BELCA分類や
IDEAライフサイクルアセスメン
ト分類など社会基礎情報とし
ての活⽤を検討する

Uniclass⽇本語版のメンテナ
ス継続（翻訳チーム主体）
BIMコストマネジメントガイド
ブックの更新および追加
（LOC＆設備チーム主体）
ユBIMコストマネジメントの
ユースケース作成（ユース
ケースチーム主体）
審査TFおよび標準化TFとの
連携（広報チーム主体）
各種団体等との横通し（建
築BIM推進会議だけではなく、
企業等との連携も視野）

成果・⽬標

Uniclass2015をベースとした分
類体系標準案の策定を⾏い、モ
デル事業を設定して分類体系の
調査と検討を⾏った
⽇本でUniclass2015を活⽤す
るための助⾔や⽀援を⽬的とし
た協定を、英国NBSと積算協
会で締結し、分類体系利⽤⽅
法の提案を⾏った
分類体系 Uniclass2015 ⽇
本語訳を公開し、パブリックコメン
トを実施（R２年12⽉〜R3年
1⽉）して、部会4の活動内容
周知を図るとともに、
Uniclass2015⽇本語版の翻
訳精度向上を⾏った

S2 および S3 段階において、
国際的な分類体系を⽇本の
既存の分類体系に対応した
形で活⽤し、BIMデータを⽤
いた建築コストの概算⼿法を
確⽴するための分類体系の
対応表を作成し、コスト概算
⼿法の技術的仕様の検討を
⾏った。
併せて、設備分野の専⾨的
知識を持つ者が、建築物の
BIMデータ等を活⽤することに
より設備分野のコスト概算が
把握できる⼿法を確⽴するた
めの事例を収集・整理し、建
築分類コード体系を利⽤した
コスト概算⼿法の整理を⾏っ
た。

他部会と連携し、建築のみな
らず⼟⽊やインフラ分野への
展開も⾒据えた物理的分類
の共通認識を図るとともに、
Uniclass2015の⽇本語訳
を含めたその内容の精度を継
続的に⾼めていく。

分類体系によって整理された
BIMデータが、建設業界全体
の社会インフラとして整備され
ることを⾒据え、建設業界全
体でデータを効率的に利活⽤
できるよう、部会4で抽出され
た課題等を業界内の関係機
関と共有しながら、より実践的
な検証を重ねて、BIMの普及
につなげていく。

部会４活動内容の共有
（ユースケースの公開と社会
実装）

建設分類体系
（Uniclass）の普及促進と
活⽤機会の拡⼤

分類体系を⽤いたコストマネ
ジメントガイドラインの公開
（ガイドブックの充実）

BSIJ協議会（部会4）のこれまでの活動内容
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部会４ 2024年度（R6年度）

実施内容
（概要）

• BIMコストマネジメントガイドラインの策定に係る各種調査研究
• 建設分類体系の活⽤促進と普及啓蒙に係る各種活動

実施内容
（詳細）

• Uniclass⽇本語版のメンテナス継続（翻訳チーム主体）
• BIM概算ガイドブックの更新および追加（LOC＆設備チーム主体）
• BIMコストマネジメントのユースケース作成（ユースケースチーム主体）
• 審査TFおよび標準化TFとの連携（広報チーム主体）
• 各種団体等との横通し（建築BIM推進会議だけではなく、企業等との連携も視野）

成果・⽬標
• 部会４活動内容の共有（ユースケースの公開と社会実装）
• 建設分類体系（Uniclass）の普及促進と活⽤機会の拡⼤
• 分類体系を⽤いたコストマネジメントガイドラインの公開（ガイドブックの充実）

主たる活動内容 ⼯程 状況

① Uniclass⽇本語版のメンテナス継続 2024年中随時 ４回/年定期＋随時更新＋システムメンテ

② BIM概算ガイドブックＩの公開 2024年10⽉ 特設サイトにて⼀般公開中（意⾒募集中）
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令和６年度の活動内容

• 日本建築積算協会ホームページにWeb検索システムを開設

• どなたでもUniclassを日本語で利用できます（Excel形式でのダウンロードも可能）
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コメントを投稿できます

① Uniclass Ｗeb検索システム（2022年6月から稼働中）

Uniclass日本語版
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今年度のUniclass定期更新内容（年4回実施）

NBS

▼4月分アップデート

▼7月分アップデート

▼10月分アップデート

▼1月分アップデート

BSIJ情報委員会 分類体系ＷＧ 翻訳チーム

日本のユーザー

投稿機能、
パブリック
コメント
の反映
（2~5件/月程度）

新規項目の追加、更新
ユーザーコメント
反映、統合
公開準備

NBS ダウンロードサイト
https://uniclass.thenbs.com/download

① 新バージョンV4.48エクセル作成
（各テーブル1シート統合）

② アップデート意訳、投稿コメント反映

新規67項目 意訳、投稿コメント反映 済

新規57項目 意訳、投稿コメント反映 済

2月~3月対応予定

新規55項目 意訳、投稿コメント反映 済
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【新規】 57項⽬
Ac︓⽔深測量が追加
En︓⾞両、バス、電気バス、⾞、電気⾃動⾞のエンティティが追加
PM︓⽔深測量関係の報告書が追加
Pr︓⼯業⽤カーテン、⿂道パス、⾼周波アンテナ、制御パネルなどの追加
SL︓各研究室関連のスペース、冷凍室、冷蔵室、スタンドなどが追加
Ss︓制御システム、直流供給システム、ビルオートメーションシステム等の追加

【分類の変更】 6項⽬ (Pr ワイヤーなど、 Ss配電システムなど）

【新規】 67項⽬
Ac︓⾜場の組⽴解体、型枠解体など追加
Pr︓⼱⽊建材の追加、原⼦炉関連製品、変圧器やヒーター・ダンパーなどの追加
Ro︓ARデザイナー、VRデザイナーなど追加
Ss︓プレファブ各ルームシステム、変圧器システム等の追加

【分類の変更】 16項⽬ (Pr︓ 変圧器や通気⼝など、 Ss︓通気システムなど）

4
月
の
主
な
変
更
点

7
月
の
主
な
変
更
点

【新規】 55項⽬
Ac︓なし
En︓⾃動⾞の充電エンティティが追加
PM︓共通データ環境（CDE）、地質調査、公衆衛⽣モデル、製品安全ELT認証などが追加
Pr︓⼿すりブラケット、弾性⾳響壁部材、絶縁監視装置、USB充電、巻付け断熱材、ヤシの⽊など
Ro︓リスクマネージャー、仮設計画者、デザインマネージャー、プレハブデザイナー・エンジニア
SL︓⼩売スペース、有機廃棄物処理スペース、種⼦バンク、種⼦処理スペースが追加
Ss︓薬剤注⼊、空気加圧壁、地域暖房・冷房環境ネットワーク、プレハブ配電、警報システムなど
Te︓仮設フェンス、脱⽔装置、⽔中囲いダム（堰）

【分類の変更】 18項⽬ (En ⾃動⾞のメンテナンス、燃料補給、修理エンティティ
PM データ品質 Ss 地域暖房冷房 Pr 溶接⽤セメント など）

10
月
の
主
な
変
更
点

今年度のUniclass定期更新内容（年4回実施）



② BIM概算ガイドブックダウンロード特設ページ

• 日本建築積算協会ホームページに特設ページを開設

• どなたでもガイドブック(pdf)をダウンロードできます（要会社名＋メールアドレス）
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コメントを投稿できます

BIM概算ガイドブック

「BIM概算ガイドブック Ｉ」の公開主旨と構成

• BIMは、建設業界のデジタル化を推進する重要な技術であり、設計・施工だ
けでなくコストマネジメントにも変革をもたらしている。

• 建築BIM推進会議で標準化の議論がなされる中、日本建築積算協会情報
委員会は、BIM時代における積算の在り方について検討を重ね、2024年10
月に「BIM概算ガイドブック Ｉ」を公開した。

• このガイドブックでは、設計段階における概算積算に焦点を当て、BIMデー

タとコスト情報を融合することで、効率化、透明性向上、協働促進を実現す
るための基礎的な考え方や道筋を示した。
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■ガイドブックの構成
１章︓分類体系 
２章︓従来の概算⼿法の振り返り 
３章︓BIMを⽤いた概算⼿法 
４章︓実例（建築＆設備）



TVD（Target Value Design）の実現
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部材相互の位置取り
（⼤まかな⼲渉回避）

オブジェクトベースの詳細
設計とコーディネーション

仕様の定義
図⾯の仕上げ

DR
TR

DR
TR

BIMデータを応⽤した様々な作業
（数量把握、施⼯計画、施⼯要領検討、納まりチェック、⼯事予算計画など）

基本設計（S2） 実施設計１（S3） 実施設計２（S4）

従
来
の
概
算

⼯事請負契約

BIM

の
概
算

⽬標コストの設定 ⼯事費積算

分類体系とBIMの関係
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LOC
Level of Costing

部位別 部分別
B

IM

ソ
フ
ト
の
分
類

建
築
コ
ス
ト
の
分
類

BIMデータ



LOC (Level of Costing)の提案
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1.どの設計段階の概算か︖

2.内訳明細細⽬の数量の根拠は︖

3.細⽬に含むもの・含まないものは何か︖

4.単価設定の元となる設計情報は何か︖

5.過不⾜している設計情報は無いか︖

1.どの設計段階の概算か︖

2.内訳明細細⽬の数量の根拠は︖

3.細⽬に含むもの・含まないものは何か︖

4.単価設定の元となる設計情報は何か︖

5.過不⾜している設計情報は無いか︖

LOCシート
課題の⾒える化
LOCシート
課題の⾒える化

LOCシート
1細⽬－１シート

概算から環境評価へ展開（設備チーム）
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• 設備としてBIM時代の積算で整備すべき標準

• 分類体系を使って「もの」と「こと」をマッピング

IFCやuniclassへのマッピング Uniclassでデータベースとつなげる

BIMから拾うもの
原単位で算出するもの

解析ソフトとつなげる

設備機器分類できることはLCA
環境評価の原単位である



Systems
Products

Database

Import
(Definition for 
each instances)

Export Schedule Data Input data into MiLCA tool

Reprocess quantities based on the summary data exported from Revit.

LCA (CO2) calculation

Overall of Workflow and Dataflow

Uniclass （分類）への関連づけ

オーサリングツール依存ではない標準的・簡易な環境評価ができる⇒建設資材選択

評価するには、建設資材の 「もの」 と 「こと」 が必要

BIMデータからシミュレーションツールにデータ連携

・ 設備機器を特定する → 項目が分類体系によって特定される
・ 機器選定を適切に実施→BIMモデルから計算ソフトへ値を連携

Pr_65_65_25_14
Circular sheet metal ductwork and fittings

Pr_65_65_25_72
Rectangular sheet metal ductwork and fittings

IfcFlowSegment

Pr_65_65_25_14
Circular sheet metal ductwork and fittings

Pr_65_65_25_72
Rectangular sheet metal ductwork and fittings

IfcFlowFitting

Pr_20_76_52_85
Stainless steel seamless circular tubes

IfcFlowSegment

Ss_55_70_95_66

Private water distribution network systems

Ss_65_40_33_48

Local extract ventilation systems

・ 省エネに配慮した設備機器を的確に選択できる
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部会４ 2025年度（R7年度）

実施内容
（概要）

• BIMコストマネジメントの策定に係る各種調査研究
• 建設分類体系の活⽤促進と普及啓蒙に係る各種活動

実施内容
（詳細）

• Uniclass⽇本語版のデータメンテナンスおよび検索システム改良等の継続
• BIM概算ガイドブックのコンテンツ更新および追加等メンテナンス継続
• BIM概算ガイドブックを⽤いた概算⼿法の検討
• BIMと積算、分類体系に関する活⽤調査

成果・⽬標
• 部会４活動内容の共有
• ユースケースの公開と社会実装
• 建設分類体系の普及促進と活⽤機会の拡⼤

令和７年度の活動予定

具体的検討内容 ⼯程 状況

建設分類体系の社会実装に向けたユースケースの検討 2025年度以降随時 適宜ガイドブックに追加

（仮）BIM概算シンポジウム（BSIJ情報委員会主催） 2025年6⽉24⽇(⽕)予定 芝浦⼯業⼤学豊洲キャンパス
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「BIM概算ガイドブック I」へのご意見を募集しています
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• 「BIM概算ガイドブックI」は、BIMを活用したコストマネジメントという、建設業界の
各種課題に取り組むための実践的な指針を示したものです。

• 設計段階における概算積算に焦点を当て、BIMデータとコスト情報の融合によ
る効率化、透明性向上を具体的な手法や事例を通して解説しています。

1. BIM概算積算の基礎知識: BIMを用いた積算の基礎知識から、最新の活用事例まで、

BIM初心者から経験者まで幅広い層にとって有益な情報源となることを目指しました。

2. 実践的な手法と事例: 具体的な事例を通して、BIMデータの作成から数量拾い、コス

ト算出までのプロセスを説明し、BIM概算積算を実践に移せるよう考えました。

3. 建設情報分類体系の解説: 国際標準規格ISO12006-2やUniclassといった分類体系と

BIMデータとの連携方法を示すことで、BIMデータの活用指針を示しました。

4. LOCシートの活用: 部会4が開発したLOCシートは、設計段階に応じた適切な粒度と精

度で概算積算を行うためのツールです。 LOCシートの活用によりコミュニケーションを

円滑にし、皆様のコスト管理におけるDX化に貢献できることを期待します。

• 皆様のご意見、ご感想をお待ちしております。 BIM概算ガイドブック


